
600-AIUSB

AI Voice Writer
取扱説明書

・・・・・・・①USBドングル 1個 ・・・・・・・・・・②ストラップ １本

セット内容

この度は、AI Voice Writer「600-AIUSB」(以下本製品)をお買い上
げいただき誠にありがとうございます。
この取扱説明書では、本製品の使用方法や安全にお取扱いいただく
ための注意事項を記載しています。ご使用の前によくご覧ください。

お使いになる前に、セット内容がすべて揃っているかご確認ください。
万一、足りないものがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。

最初にご確認ください

デザイン及び仕様については改良のため予告なしに変更することがあります。
本書に記載の社名及び製品名は各社の商標又は登録商標です。

※欠品や破損があった場合は、品番(600-AIUSB)と
　上記の番号（①・②）と名称（ストラップなど）をお知らせください。

ver.1.0
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1.主な使用手順

2.各部の名称とはたらき

3.ご使用前の準備

　1.専用アプリ「AI VoiceWriter」をインストールする

　2.パソコンとスマートフォンをペアリング（接続）する

　専用アプリ「AI VoiceWriter」画面の機能説明

　・モバイルアプリ画面

　・パソコンアプリ画面

4.使用方法

　音声をテキスト化する

　テキストを編集する
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P.7

P.8

P.8

P.9

P.11

P.11

P.15

も く じ

パソコンと、スマートフォンに
それぞれ
インストールしてください。
本紙の　　　　　　　　　  を参照してください。3.ご使用前の準備

本製品は
専用アプリ「AI VoiceWriter」の
インストールが必要になります。

AI VoiceWriter
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　Wordなど他のアプリへテキストを出力する

　PenPower AI アシスタントからテキストを作成する

　AI翻訳チャット

5.専用アプリ「AI VoiceWriter」各種設定

6.USBドングルの取外し方法

7.安全にお使いいただくためのご注意(必ずお守りください)

8.仕様

9.対応機種

10.対応OS

11.保証規定

P.17
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P.20

P.22

P.23

P.24
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詳細は各項目をご覧ください。

1.主な使用手順

パソコン、スマートフォン
それぞれに専用アプリを
インストールします。
→3.ご使用前の準備
　＞1.専用アプリ
　　「AI VoiceWriter」をインストールする

パソコンとスマートフォンを
ペアリング（接続）します。
→3.ご使用前の準備
　＞2.パソコンとスマートフォンを
　　ペアリング（接続）する

スマートフォンのアプリから
音声を入力します。
→4.使用方法
　＞音声をテキスト化する

パソコンにテキストが出力されます。
→4.使用方法
　＞音声をテキスト化する

4
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①USBドングル

1 ストラップホール
付属のストラップを取付けます。

2 USB Aコネクタ
機器のUSB Aポートに接続します。　

2.各部の名称とはたらき

※本製品は、ドライバーをインストールする必要がありません。

3.ご使用前の準備

1.パソコンに「AI VoiceWriter」をインストールします。
　パソコンの電源を入れ、OSを起動してください。

2.USBドングルをパソコンのUSB Aポートに接続してください。

USB Aポート

※コネクタには上下がありますので、
　USB Aポートの上下を確認して
　接続してください。

①USBドングル

USBハブを経由してパソコンに接続する場合は、必ず
セルフパワーモードで使用して、USBポートに電源が供給でき
る状態にしてください。
ACアダプタで電源供給できないUSBハブは使用できません。

専用アプリ「AI VoiceWriter」をインストールする1

5
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3.自動的に「AI VoiceWriter」がパソコンにインストールされます。

マウントされた「PenPower AI VoiceWriter」を開き、
「AiVoiceWriter」をダブルクリックしてください。

自動的にインストールされない場合は

3.ご使用前の準備　の続き

AI VoiceWriteのUSBドライブには2つのパーティションが
あります。

USBドライブのパーティションをフォーマットしないでくだ
さい。
プログラムやデータが破損し、AI VoiceWriterが使用でき
なくなる可能性があります。

もくじ に戻る
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4.スマートフォンに「AI VoiceWriter」をインストールします。下記の
A・Bどちらかの方法でインストールしてください。

1.スマートフォンで
　「AI VoiceWriter」を開きます。

2.スマートフォンの「AI VoiceWriter」内のスキャン機能を使ってパソコン
画面に表示されている接続用2次元コードを読み取ってください。

B） iOSの場合は「App Store」、
　  Androidの場合は「Play ストア」から
　  「AI VoiceWriter」を検索し、インストールしてください。

A） パソコンの下図の指示に従ってインストールしてください。

お持ちのスマートフォンで
2次元コードを
読み取ります。

3.ご使用前の準備　の続き

左図が表示されない場合は、「戻る」
をタップして接続用2次元コードに移
動してください。

パソコンとスマートフォンをペアリング（接続）する2

8
もくじ に戻る

上記の画面が表示されない場合は
P.22　　　　　　　　　　　　 を実行し、
再度アプリを起動してください。

接続履歴を削除するHH
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3.ご使用前の準備　の続き

3. それぞれに下図の画面が表示されたらペアリング（接続）完了です。

【モバイルアプリ画面】 【パソコンアプリ画面】

❷❷❷

❸❸❸
❹❹❹ ❺❺❺

❻❻❻ ❼❼❼

❶❶❶

2次元コード読み込み画面になります。
❶❶❶スキャナーを開く

有効化すると音声認識されたテキストをパソコンに送信する前に
編集することができます。

❷❷❷エディタを有効化

【モバイルアプリ画面】

専用アプリ「AI VoiceWriter」画面の機能説明

※画面はご使用の機器、OSにより異なります。

8
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タップすると録音が開始されます。
もう一度タップすると録音が停止します。

❸❸❸マイクボタン

タップするとテキストに改行を挿入します。
※音声入力中はタップするたびに改行します。
　テキスト編集中は末尾にしか改行が入りません。

❹❹❹改行ボタン

タップすると音声から認識されたテキストを
パソコンアプリ側やAI翻訳チャットルームに送信できます。

❺❺❺送信ボタン

音声入力の言語を選択します。
❻❻❻言語切替ボタン

文字サイズ変更したり、問題をサポートに報告することができます。
❼❼❼設定ボタン

❾❾❾ 101010 111111 121212

131313 141414 151515 161616 171717 181818 191919 202020
❽❽❽

モバイルアプリで設定した入力言語が表示されます。
❽❽❽音声入力言語

ワークスペースを展開、収納します。
❾❾❾展開・縮小

【パソコンアプリ画面】

2121

※画像はご使用の機器、OSにより異なります。

3.ご使用前の準備　の続き

9
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3.ご使用前の準備　の続き

目的別でAIに文章を作成してもらえます。
101010PenPower AI アシスタント

チャットルームを作成してメッセージを送り合えます。
相手側の設定言語に自動翻訳されてメッセージが送られるので
言語を気にせずコミュニケーションを取ることができます。

111111AI TranslaChat

設定、チュートリアル、接続履歴の削除、
カスタマーサービスのメールなどが使用できます。

121212追加設定

ワークスペース内のテキストを読み上げます。
131313発音

AIが校正して句読点を追加します。
141414AI校正

AIが校正して文章を書き直します。
151515AIリライト

ワークスペースのテキストを指定の言語に翻訳します。
161616翻訳

ワークスペースのテキストをMicrosoft Wordなどの
他のアプリケーションに出力します。

171717テキストを送る

ワークスペースのテキストを削除します。
181818クリア

ワークスペースで行った作業を一つ戻します。
191919元へ戻す

ワークスペースの文字サイズを拡大・縮小できます。
202020文字の大きさ調整

ワークスペース2121
モバイルアプリで音声認識されたテキストが表示されます。
13～　 のツールを使用して編集することができます。2020
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モバイルアプリから音声を入力してパソコンアプリでテキストに書き出
します。

音声をテキスト化する

1. 「AI VoiceWriter」のモバイルアプリとパソコンアプリが正常にペ
アリング（接続）されていることを確認します。

2. パソコンアプリ画面の「展開・縮小」をクリックし、ワークスペースを
展開します。

【モバイルアプリ画面】 【パソコンアプリ画面】

【パソコンアプリ画面】

クリッククリッククリッククリック

ワークスペースワークスペースワークスペースワークスペース

4.使用方法

パソコンアプリに送信する前にテキストを編集したい場合 P.13

テキストを編集せずパソコンアプリに書き出す場合 P.12

もくじ に戻る
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3. モバイルアプリで認識する言語を選択します。

4. モバイルアプリのマイクボタンをタップして、スマートフォンのマイ
クに向かって話し始めます。

5. 認識された音声がパソコンアプリのワークスペースにテキストで送
信されます。
 録音を停止するには、再度マイクボタンをタップします。

4.使用方法　の続き

タップ
↓

マイクに向かって話す

タップ
↓

録音停止

言語を選択言語を選択言語を選択言語を選択

■テキストを編集せずパソコンアプリに書き出す場合

【パソコンアプリ画面】

もくじ に戻る
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4. モバイルアプリで認識する言語を選択します。

5. モバイルアプリのマイクボタンをタップして、スマートフォンのマイ
クに向かって話し始めます。

タップ
↓

マイクに向かって話す

言語を選択言語を選択言語を選択言語を選択

4.使用方法　の続き

3. 音声入力をする前に、モバイルアプリ画面の「エディタを有効化」を
ONにします。

■パソコンアプリに送信する前にテキストを編集したい場合

ONONONON

もくじ に戻る
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6. 認識された音声がテキストで表示されます。
　録音を停止するには、再度マイクボタンをタップします。

タップ
↓

録音停止

7. 下記の編集機能を使用して、テキストを編集できます。
 画面をタップするとキーボード入力画面が表示されます。
　※キーボードの仕様はご使用の機種により異なります。

4.使用方法　の続き

テキストに
改行を挿入します。

テキストを
すべて削除します。

作業を一つ戻します。

テキストをパソコンアプリに
送信します。

テキストをパソコン
アプリに送信します。

タップ

編集画面を
切替えます。

もくじ に戻る
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4.使用方法　の続き

テキストを編集する

パソコンアプリ側で下記のような編集を行えます。

「AI校正」をクリックするとAIが句読点を挿入します。

■AIに文章に句読点を入れてもらう

クリッククリッククリッククリック

「AIリライト」をクリックするとAIが文章を校正して書き直します。

■AIに文章を校正してもらう

クリッククリッククリッククリック

もくじ に戻る
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4.使用方法　の続き

「クリア」をクリックするとテキストがすべて削除されます。

■テキストを削除する

クリッククリッククリッククリック

「翻訳」をクリックして言語を指定すると

■AIに翻訳してもらう

クリッククリッククリッククリック

翻訳後の
言語を選択
翻訳後の
言語を選択
翻訳後の
言語を選択
翻訳後の
言語を選択

もくじ に戻る
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1. モバイルアプリから音声を入力してパソコンアプリでテキストに書き
出します。（「音声をテキスト化する」参照）

2. 使用したいテキストアプリ（Microsoft Word など）を開き、カーソ
ルを入力エリアに置きます。

Wordなど他のアプリへテキストを出力する

パソコンアプリからMicrosoft Wordやテキストエディタなど、専用
アプリ以外へ出力することができます。

「元へ戻す」をクリックすると作業を一つ戻します。

例：文章を削除しても「元へ戻す」をクリックして削除する前に戻せます。

■一つ前の作業の編集状態に戻す

クリッククリッククリッククリッククリッククリッククリッククリック

4.使用方法　の続き

もくじ に戻る
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クリッククリッククリッククリック

3. パソコン側の「AI VoiceWriter」で「テキストを送る」ボタンをク
リックします。

4. テキストアプリのカーソル位置にテキストが出力されます。

4.使用方法　の続き

もくじ に戻る
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PenPower AI アシスタントからテキストを作成する

4.使用方法　の続き

1. パソコンアプリ画面の「PenPower AI アシスタント」をクリックしま
す。

2.利用規約の確認が表示されるので内容をご確認の上「理解して続
行する」をクリックします。

3. 左側の「タスク」から5つの機能が使用できます。

【パソコンアプリ画面】

クリッククリッククリッククリック

概要とスタイルなどを入力してメール用の文章をAIが作成します。

電子メールを書くAA

概要とスタイルなどを入力して記事用の文章をAIが作成します。

記事を書くBB

質問を入力するとAIが答えてくれます。

AIに質問するCC

書き換えてほしい文章を入力するとAIが作成します。

書き換えDD

要約してほしい文章を入力するとAIが作成します。

要約EE

AA
BB
CC
DD
EE

もくじ に戻る
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最大で3つの言語を設定でき、最大10人まで設定できます。

AI翻訳チャット

4.使用方法　の続き

チャットルームを作成してメッセージを送り合えます。
相手側の設定言語に自動翻訳されてメッセージが送られるので言語
を気にせずコミュニケーションを取ることができます。

1. パソコンアプリ画面の「AI TranslaChat」をクリックします。

2. チャットルームで使用する名前、参加者の言語、人数を設定します。

3.設定が完了したら、「チャットルームを作成」をクリックします。

設定する設定する設定する設定する

クリッククリッククリッククリック

【パソコンアプリ画面】

クリッククリッククリッククリック

もくじ に戻る
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4. 「チャット開始！」をクリックしてチャットを開始します。
 ゲストを招待したい場合はチャットルームのURLや2次元コードを
 共有して招待します。

5. チャットルームを共有したゲストとチャットができます。
 相手側の設定言語に自動翻訳されてメッセージが送られるので言
語を気にせずチャットができます。

クリッククリッククリッククリック

4.使用方法　の続き

ブラウザで
チャットルームを

開きます

他の機器で読み込み
チャットルームに

入れます

2次元コードが
読み込めない場合は
こちらを使用します

メッセージを
入力します

メッセージを入力後、
送信前にクリックすると
AIがメッセージを校正して
文章を修正します

メッセージを入力後、
送信前にクリックすると
AIがメッセージを校正して
文章を修正します

メッセージを
送信します

チャットルームを
終了します

文字の大きさを
調節できます

ゲストが入室した際の
受信メッセージを音声で
知らせる設定ができます

ゲストが入室した際の
受信メッセージを音声で
知らせる設定ができます

チャットルームのURLをクリップボードにコピーできます

もくじ に戻る
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1. パソコンアプリ画面の「追加設定」をクリックします。

【パソコンアプリ画面】

クリッククリッククリッククリック

ソフトウェアの
自動更新を
設定します

文字の大きさを
設定します

ワークスペースの
大きさを設定します

5.専用アプリ「AI VoiceWriter」各種設定

2. メニューが表示され、各機能が設定、確認できます。

設定FF

ブラウザが開き、チュートリアルのWEBページへ飛びます。
※FAQにサインインする必要があります。

チュートリアルGG

接続しているスマートフォンを接続解除します。
使用するスマートフォンを変更する場合は一度解除する必要があります。

接続履歴を削除するHH

メールアプリが開き、サポートへメールを送信することができます。
※PenPower社へのメールになります。サポート対象外です。

メールを送るII

「AI VoiceWriter」の現在のバージョンを確認できます。

アバウトJJ

FF
GG
HH
II
JJ

もくじ に戻る
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本製品を取外す時には、本製品にアクセスしているアプリ
ケーションをすべて終了してください。
ファイルのコピー中など、アクセス中に本製品を取外すと、
データが壊れたり、消失する恐れがあります。

タスクトレイにアイコンが表示されない場合はそのまま取外してください。

1.タスクトレイにある「ハードウェアの取り外し」アイコンを
　クリックしてください。

2.画面の指示に従って本製品を取外してください。
　※画面は、使用機器・OSによって若干異なります。

クリック

アイコンが表示されない場合はWindowsのヘルプを参照してください。

6.USBドングルの取外し方法

①USBドングル

もくじ に戻る
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●分解、改造はしないでください。（火災、感電、故障の恐れがあります）
　※保証の対象外になります。
●水などの液体で濡らさないでください。（火災、感電、故障の恐れが
あります）
●小さな子供のそばでは本製品の取外しなどの作業をしないでください。
　（小さな部品を飲み込んだりする恐れがあります）

7.安全にお使いいただくためのご注意(必ずお守りください)

! 警告 下記の事項を守らないと火災・感電により、死亡や大けがの原因となります。

●取付け、取外しの作業は慎重に行ってください。
　（機器の故障の原因になります）
●動作環境の範囲を超えるような以下の環境では使用しないでください。
　（1）直接日光の当たる場所
　（2）湿気や水分のある場所
　（3）傾斜のある不安定な場所
　（4）静電気の発生する場所
　（5）通常の生活環境とは大きく異なる場所
　（6）マグネットのような磁気のある場所
●長時間使用後は高温になっております。取扱いにはご注意ください。
　（火傷の恐れがあります）

■お手入れについて
　（1）清掃するときは必ず本製品をパソコンから取外してください。
　（2）機器は柔らかい布で拭いてください。
　（3）シンナー・ベンジン・ワックス等は使わないでください。

! 注意 下記の事項を守らないと事故や他の機器に損害を与えることがあります。

●本製品の取付け、取外しをする時には必ずパソコン内(ハードディスク
等)のデータをすべてバックアップ(CD、DVD等)をしてください。

●メディア内のデータは、必ず他のメディア(CD、DVD等)にすべて
バックアップしてください。

※特に修復・再現のできない重要なデータは必ずバックアップをして
ください。
※バックアップの作成を怠ったために、データを消失、破損した場合、
弊社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

取扱い上のご注意

もくじ に戻る
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12.仕様　の続き

USB Aコネクタ
DC5V

コ ネ ク タ
USB Ver.2.0準拠（USB Ver.1.1上位互換）インターフェース

入 力 電 圧

サイズ・重 量 約W12×D4.9×H22.5mm・約10g（本体のみ）

8.仕様

9.対応機種

10.対応OS

●Windows搭載（DOS/V）パソコン
●Apple Macシリーズ
※標準でUSB Aポートを持つ機種。
※機器本体にType-Cポートを持つ機種に、変換アダプタを使用して接続すると
　動作しない場合があります。

●Androidスマートフォン・タブレット
●iPhoneシリーズ
●iPadシリーズ

●Windows 11・10
●macOS 15・14・13・12・11
●Android 14・15
●iOS 17・18
●iPadOS 17・18

スマートフォン、タブレットのみでは使用はできません。

もくじ に戻る
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11.保証規定

※保証書は添付されていません。
※製品保証を受けるためにはレシートまたは領収書などが必要になります。

保証期間 1年

1)保証期間内(本製品のご購入日から起算されます)に正常な使用状
態でご使用の場合に限り品質を保証しております。万一保証期間
内で故障がありました場合は、弊社所定の方法で無償修理または
交換いたしますので、保証書(ご購入が証明できるもの)と製品を確
認しお買い上げの店舗に連絡してください。

2)次のような場合は保証期間内でも有償修理になります。
　（1）保証書(ご購入が証明できるもの)をご提示いただけない場合。
　（2）所定の項目をご記入いただけない場合、あるいは字句を書き換

えられた場合。
　（3）故障の原因が取扱い上の不注意による場合。
　（4）故障の原因がお客様による輸送・移動中の衝撃による場合。
　（5）天変地異、ならびに公害や異常電圧その他の外部要因による

故障及び損傷の場合。
　（6）譲渡や中古販売、オークション、転売などでご購入された場合。
3)お客様ご自身による改造または修理があったと判断された場合は、
保証期間内での修理もお受けいたしかねます。

4)本製品の故障、またはその使用によって生じた直接、間接の損害に
ついては弊社はその責を負わないものとします。

5)本製品を使用中に発生したデータやプログラムの消失、または破
損についての補償はいたしかねます。

6)本製品は医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備
や機器などの人命に関わる設備や機器、及び高度な信頼性を必要
とする設備や機器やシステムなどへの組み込みや使用は意図され
ておりません。これらの用途に本製品を使用され、人身事故、社会
的障害などが生じても弊社はいかなる責任も負いかねます。

7)修理ご依頼品を郵送、またはご持参される場合の諸費用は、お客
様のご負担となります。

8)保証書(ご購入が証明できるもの)は再発行いたしませんので、大切
に保管してください。

9)保証書(ご購入が証明できるもの)は日本国内においてのみ有効です。

もくじ に戻る
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〒700-0825  岡山県岡山市北区田町1-10-1 TEL.086-223-5680  FAX.086-235-2381

本取扱説明書の内容は、予告なしに変更になる場合があります。

サンワダイレクト

CF/AH/HA
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